
横浜市立 綱島小学校 令和５年度 豊かな心の育成推進プラン

中期取組目標実現に向けた「三つのプラン」
重点取組分野 具体的取組

豊かな心
①委員会活動や係活動などの特別活動や異学年での関わりを充実させ、自他を大切にする思いやりの心情を育
てながら自己有用感を高める。②様々な学習活動や行事、集会活動の中で、互いのよさを認め合う機会を意図
的に設ける。

担当 人権・児童指導委員会

学校教育目標 豊かな心に関わる本校の状況 今年度の目標

【学校教育目標】 共に創り 共に歩み 共に輝く
○基礎・基本を大切にし、自ら課題を解決しながら、共に学び合う力を育てます。【知】
○他者との豊かな関わり合いの中で、互いのよさや違いを認め合い、共に高め合える姿勢を育てます。【徳】
○健康や安全の大切さに気づき、自分や他者の生命を尊ぶことのできる、心も体も健やかな子どもを育てます。【体】
○地域の人々や自然とのかかわりを通して生き方を学び、自らできることを考えて実践できる力を育てます。【公】
○私たちの「まち」綱島を愛し、綱島の自然や文化の素晴らしさを受け継ごうとする態度を育てます。【開】

（１）児童の実態
　学習環境は整っていて、学力や理解力は高いが、
日常生活や友達との関わりの中でそれを生かすこと
がなかなかできない。全体的には素直な児童が多く、
人との関わりを積極的にもつことができる。一方で、
認められたい、構ってほしいと思っている児童も多く、
自分本位な関わり方になってしまうことで、生活場面
においてトラブルになることもよくある。また、高学年
になるに連れて学習塾に通う児童も増え、時間や精
神的にゆとりがなく、自分に自信がもてない児童や相
手を思いやり、よさに目を向けることが難しい傾向が
強くなる。

（２）昨年度の取り組み
　互いのよさを認め合う活動の充実を図り、児童運営
委員会を中心に「よいところ見つけ」の取り組みを全
校で行った。学級内では、友達のよいところに目を向
けることができた。また、音楽集会や運動会では、ペ
ア学年や異学年の児童に対して、メッセージ交換をし
て、よさを伝えることもできた。

互いを思いやり、よさを認め合うことで、自他を大切にできる姿を目指して

目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

①異学年交流、児童会活動、委員会活動、実行委員や学年・学級の係・当番活動などを児童が
見通しをもって主体的に取り組めるように計画的に実施する。また、児童が自分の役割を自覚し
て最後までやり遂げられるように繰り返し指導し、できたことを価値づけることで児童が自己有
用感や達成感を感じられるようにする。
②授業の振り返りや音楽集会や異学年との集会活動でよさを伝え合う機会を意図的に設け、自
分のよさに気付いたり人のよさに目を向けたりできるようにする。

教育課程全体で
育成を目指す資質・能力

【綱島小学校】
感謝の気持ちをもち、自他を思いやり認め

合う子　― 聴く力、伝える力 ―

【新田中ブロック】
自分づくりに関する力

具体化した資質・能力

　　相手の立場や気持ちを考える力　　自分らしさを大切にする姿勢

思いや考えを聴く力・伝える力

下
半
期

①児童がよりよい集団づくりのために自分ができることを進んで見つけ、主体的に取り組めるよ
うに学級会や代表委員会での話合い活動を充実させる。また、キャリア教育を充実させることで
児童が自己理解をし、自分のよさに気付けるようにする。
②道徳の授業やYPの活動を充実させ、児童のコミュニケーションをスキルを育みながら、適切
に友達と関わることで、互いに認め合える風土づくりをする。

中期取組目標
○子ども一人ひとりが思いや考えをもち、共に学び合いながら、主体的・対話的に学びが深まるような教育活動を推進します。
　・１年目は、子どもたち全員が考えをもち、互いに学び合おうとする姿を目指します。
　・２年目は、子どもの表現を大切にしながら共に学び合い、子どもたち全員の学び合う力が高まるように育てます。
　・３年目は、共に学び合うことで、互いに考えを深め合えることができるようにします。
○綱島のまちの「人」「もの」「場所」を生かし、「感謝」「思いやり」「認め合い」「聴く、伝える」といった身につけたい力を明確にしながら、綱島を愛する心を育てます。
　・３年間を通して、一人ひとりが自己有用感をもち、楽しく学校生活が送れるようにします
　・「感謝」「思いやり・認め合い」「聴く、伝える」という資質・能力育成をめざした授業改善、学級経営、学年経営に取り組みます。
　・学校行事を充実することで、綱島小の一員である意識を高め、「チーム綱島」として力を発揮できるようにします。
　・通級指導教室、一般学級・個別支援学級担との連携、情報交換、研修等を通し、チーム力向上を図ります。

学力向上アクションプラン 健やかな体の育成プラン

今年度の目標

重点取組分野 具体的取組 重点取組分野 具体的取組

確かな学力
①授業を通して身に付けさせたい資質・能力を見据え、新しい学びや気付きを得られるようにする。
②どの教科等でも自分や友達の考えに基づいた言語活動を充実させ、児童が主体となって授業に取り組めるよ
うな授業展開や手立てを推進する。

健やかな体
①体育学習を中心として、自分の身体を意識してよりよい心と体を育もうとする意欲を育てる。②学校保健委員会
等の学校保健活動では、学校医等と連携し、児童の健康面での課題を取り上げ、実践的な活動をすすめていく。
③危険を予測し回避できる安全教育・防災教育を充実する。

担当 研究推進委員会 担当 健康安全委員会

学力向上に関わる本校の状況 今年度の目標 健やかな体に関わる本校の状況

下
半
期

①上半期の活動内容や児童の実態を振り返り、各学年に応じて教材研究や学習
展開の工夫を考え、実践していく。
②課題解決に向けて、児童一人ひとりが情報を整理、比較する中で自信をもって
自分の考えをもち、表現できるような意欲的に学習に取り組む課題の精選や教材
研究に努める。

下
半
期

①長縄集会を実施する。学級単位で長縄に重点的に取り組む期間を設けることで、体力の向上
につなげる。また、記録を可視化させるなどの工夫により、継続的に運動に取り組むよさを実感
させる。学級全体で取り組むよさを味わい、運動意欲の向上につなげていく。
②給食週間を中心に、子どもたちが様々な食べ物について知り、栄養バランスや食文化の大切
さに気付けるようにしていく。
③歯科巡回指導で、歯磨きの仕方や歯の健康を自ら守る意識を高める。

塾に通っている児童が多く、学年が上がるに
つれて、学力差に応じた授業を展開する難し
さがある一方、学力が高いにも関わらず、学
習意欲が低い傾向も見られる。知識や技能を
身に付ける学習よりも、自らの課題を見つけ、
探求したり友達と共同して解決をしたりする授
業展開を通し、友達と考えや意見を伝え合うこ
とのよさを感じている児童も見受けられる。

共に認め合う子どもの育成　自分の考えや思いを伝え合い、共に認め合う姿を目指して 【体育】
・体力テストの結果によると、本校の数値は横浜市の
平均数値よりやや低いものとなっている。さらに、横浜
市の平均と全国平均を比べると、横浜市の数値は低
くなる。生活意識調査では、テレビ・パソコン、タブレッ
トの利用時間が、学年が上がるにつれて増えていっ
ている。塾や習い事などで放課後を忙しく過ごす児童
も多く、運動の機会が全体的に減っていることで、体
力の低下につながっていると言える。

【給食】
・毎日朝食を毎日食べている児童は約87％と多い。
・魚類、野菜類、豆類の残食率が高く、和食になじみ
のない児童が多いと考えられる。
・食物アレルギーを持つ児童が多く、給食においても
除去食等の対応が必要である。

【保健・安全】
・歯科巡回指導の結果によると、歯をよく磨けている
児童が市の平均よりも低い。自分の健康に興味がな
い、自分事として捉えられていない様子も見受けられ
ることから、健康づくりの意識の低さが課題だと感じ
る。
・保健室の来室状況によると、首から上のけがが多
い。友人とぶつかったり、ふざけていて起きてしまった
けがも多く、危険を回避するための距離感覚や状況
判断等の認知能力の未発達によるものが多く見受け
られる。

健康・安全に関する児童の自己管理能力の向上を目指して

目標を実現するための具体的行動プラン 目標を実現するための具体的行動プラン

上
半
期

①校内重点研究会や学年研究会等を中心に共同した教材研究を行い、「学びを
深める姿」について共通理解をもち、協働的な学び、個別最適な学びを進めること
ができるようにする。
②子ども同士の協働的な学びができる場面を大切にし、自ら進んで友達に考えを
伝えたくなるような授業創りに取り組む。
③児童一人ひとりが安心して自分の考えを伝えられるような学級風土づくりに努め
るとともに、実態把握を確実に行い、適切な支援ができるようにする。

上
半
期

①体力テストの結果を教職員全体で共有していく。児童の課題・実態を把握したうえで、カリキュ
ラムを見直し、体系的な体育学習を実施していく。
②日々の給食に和食や地場産物を積極的に取り入れ、子どもたちが豊かな食経験を積めるよう
取り組む。
③学校保健委員会では、子どもたちの健康づくりを促進するために年間通して全校でけがの予
防について取り組む。
④はまっこ安全教室等の安全指導により、自ら危険を回避し、安全を確保することができるよう
にする。


